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News　Release

 

　

ーこれまで と これから の間でー

＊学部 3年生 10 人による企画展
　造形・メディアデザインコースの学生が行うはじめての外部展示。

＊with コロナでの展覧会の開催
　感染症対策・密にならない順路、展示方法の提案。

＊香川をテーマとして、披雲閣を使用した展覧会
　香川のこれまでとこれからをテーマにその間にいる自分たちがどんな作品を制作するのか。

場　所： 史跡高松城跡 玉藻公園 披雲閣
日　時：2021.3.3(水) ‒ 2021.3.8(月) 10：00-16：00
　 　  ※最終日は、15：00 まで
料　金：入園料（一般 200 円 /6～16 歳 100 円 / 香川大学生は学生証表示で無料）

会員委行実」点現の人01「 スーコンイザデアィデメ・形造 部学工造創 学大川香：催　主

お問い合わせ先
香川大学　創造工学部　倉石教授
TEL：090-7577-9114　E-mail：kuraishi.fumio@kagawa-u.ac.jp
※上記不在の場合　香川大学　広報室
TEL：087-832-1027　E-mail：soumkot@kagawa-u.ac.jp

企画展「現点」は、香川大学 創造工学部  造形・メディアデザインコース「10 人の現点」実行委員会代表・

キュレーターである谷口大智（造形・メディアデザインコース 3年）が展示会のコンセプトを提示し、各々

が、そのコンセプトに沿って作品を制作するというかたちで進められた。今回提示されたコンセプトは、  ー 

これまで と これから の間でー。”これまで ”のことをどのように ”これから ”に繋いでいくのか、その間

にいる私たちが香川でデザインやアートを学び、なにを表現するのかを、今回の企画展でお見せしたい。「現

点」については、コンセプトをもとに話し合って決められた。点が現れると書いて、「げんてん」と読み、

造形メディア・デザインコースが大学外に向けてその存在を初めて現すという意味が込められている。
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